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新法王の初の主要文書：Evangelii Gaudiumの第2章第1節の和訳
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教皇フランシスコの初の主要文書：使徒的勧告（APOSTOLIC EXHORTATION）

第2章　「共同体的献身が危機にさらされるただ中で」
第1節　「現代社会における幾つかのチャレンジ」

　第50段落～第75段落
20131227　齋藤旬（訳）　rev.2
第2章　「共同体的献身が危機にさらされるただ中で」
50.　 （第1章で説明した）今日的な福音宣教の仕事に関する幾つかの基本的質問にお答えする前に、簡単に、我々が生きて働く今日の状況の説明を行うのは有用でしょう。今日の状況は、我々がしばしば耳にする「診断による過負担（diagnostic overload）」にたとえられるでしょう。それは、実際に適用可能な治療法が開発されることなく、診断だけが下されることです。あるいは、客観的中立的とされる手法を用いて現実をとらえようとするsociological（社会学的）な分析では、改善されないのが今日の状況だ、とも言えるでしょう。これらと違い、私がこの使徒的勧告で提案したいことは、福音による識別に沿ったsomethingをとても重要視します。それは、宣教に旅だった弟子達がとったapproachです。即ち、“聖霊（Holy Spirit）の光と力により養われた” 
 approachです。
51.　現代社会を詳しく分析することは教皇の務めではないかもしれません。しかしながら私は皆さん全ての共同体に、“この時代の兆候にとても注意深い吟味の目を注ぐこと”
を強くお勧めします。実の所、これは我々の重要な応答責任（grave responsibility）です。何故なら今日の状況では、もし適切な処置が為されないなら確実に、dehumanization（人間性の喪失）のプロセスが始まってしまうからです。しかもこれは一端始まってしまえば後戻りは困難だからです。我々は、この地上の王国において果実となりうるものの中から、Godの計画に反するものを明確に取り除かなければなりません。色々なsprits（精神）を一つ一つ調べて選別するだけでなく、これが決定的に重要なのですが、善の精神の社会活動（movement）を選び出し、悪の精神の社会活動を拒絶することをしなければなりません。なお、これまでに発行された普遍教導権（universal magisterium）の文書に示された分析も、また、諸地域・諸国家の司教会議が提案した分析も、私は承諾します。今回の使徒的勧告では、司牧的観点（a pastoral perspective）から、以下の事柄について簡潔に考察したいと思います。即ち、教会の布教活動刷新の拍動を抑制し弱める幾つかのfactorについて考察します。これらfactorは、Godの民の尊厳と命を脅かすだけでなく、教会制度とその福音宣教の仕事に直接関わる人々に悪影響を及ぼします。
第1節　「現代社会における幾つかのチャレンジ」

52.　我々の時代において、humanity（人間性）は歴史的turning-pointを迎えています。それは、色々な分野で為される進歩（advances）の中に見ることができます。我々は、教育、情報通信、ヘルスケアのような福祉の改善に目を奪われがちですが、他方で、現代社会に住む我々の大部分は、大惨事と隣り合わせに、その日暮らしを続けているに過ぎないことを忘れてはなりません。新たな病気も次々と広がっています。恐怖と絶望が、多くの人びとの心を掴んで離しません。所謂、豊かな国も例外ではありません。生きる喜びは、しばたいて消え入りそうです。他者への敬意は喪失し、暴力はその鎌首をもたげ、不平等がますます顕著になってきています。正に、生きるための闘争、あるいは、なけなしの貴重な尊厳を保って生きるための闘争です。時代を画するこの様な変化を来（きた）してしまったのは、科学とテクノロジーの分野に質的にも量的にも速やかに重層的に起きつつある進歩（advances）と、それらの成果を生命と自然環境の様々な領域に即時的に応用してしまったことがその原因です。また我々の時代は、知識と情報の時代でもあります。それは、匿名性を帯びた新たな権力がしばしば、責任の在りかをハッキリさせないで猛威を振るう時代でもあります。
第53,54段落「排除の経済にNoと言おう」

53.　旧約に「汝殺すなかれ“Thou shalt not kill”」とあるように、人間の命の大切さには明確にsafeguardの境界線が設けられています。これにならい我々は今日、経済的な排除と不平等に対し“Thou shalt not”と言わなければなりません。それらは「経済的殺人」だからです。homelessの老人が路頭で死を迎えてもニュースにはなりませんが、株式市場で株価が2%下がっただけでニュースになるというのは、どうしたことでしょうか？　これは排除の一例です。飢えに苦しむ人々がいるというのに、食べ物を棄てる人がいます。こんなことを何時まで続けるのでしょうか？　これは不平等の一例です。今日、全ての事柄が競争原理と適者生存原理のもとにあります。the powerfulがthe powerlessを食い物にしています。その結果、人々の大部分は、自分は排除されている、辺境に追いやられていると感じています。仕事もなく、可能性もなく、そこから脱出する術もないのです。
　　使い捨ての消費財に、人間存在（human beings）が成り下がってしまったのです。我々は今日、浪費文化を作り広めてしまいました。もはや、単に搾取や抑圧が問題なのではありません。何か他の新しいことが問題なのです。究極的には、我々が生活する社会の中に、排除が入り込んだことが、問題の核心に関連があるのです。排除された人々はもはや、社会の底辺や辺境でもなく、公民権を剥奪された人々でもないのです。排除された人々はもはや、社会の一員ですらないのです。排除された人々は、搾取されたのではありません。見捨てられ、食い尽くされて廃棄された者達なのです。

54.　この文脈でもなお、幾人かの人々はまだtrickle-down theories（富のしずく理論）を唱え続けています。この理論によれば経済成長が、自由市場に支えられて、不可避的に世界に正義と包括性をもたらし続けるのだと言います。この思想は、未だかつて事実によって確かめられたことはありません。専横的な経済権力が持つ善意と、現行の経済システムの中で神聖化された労働とに、浅薄で荒削りな信頼を寄せているだけです。そんな中で、排除された人々は待ちぼうけを食らわされています。他人を排除するlifestyleを維持するため、または、自分勝手な理想への熱意を維持するために、無関心のglobalizationが広まってしまいました。我々の大部分はこの事に気づいてもいません。その結果として我々は、貧しい人々の叫びにcompassionを感じることも、他の人々の痛みを感じて泣くことも、それらの人々を助ける必要性を感じることもできなくなってしまいました。あたかも、それは誰か他の人が責任を負うべきこと、私じゃない、かの如くです。繁栄の文化が我々の感覚を鈍磨させる一方で、市場が何か新たに提示した商品にスリルと興奮を感じてしまいます。Opportunity不足のために成長が止まったこれらの生活が、単なるスペクタクルの様に思える一方で、それはもはや我々を突き動かすことはないのです。

第55,56段落　「新たな偶像崇拝（マネー崇拝）にNoと言おう」
55.　この様な状況に至った原因の一つを、マネーと我々との関係性に見て取ることができます。確かに、平穏時の我々は、我々自身と我々の社会をマネーによる支配（dominion）に委（ゆだ）ねています。しかし例えば今回の金融危機で、我々は重要な事を見落としていないでしょうか。つまり、今回の金融危機の元凶は、深刻な人間危機、即ち、人間personのprimacy（最優位性）の否定だったことを見落としていないでしょうか！　そう、我々は、新たな偶像崇拝を創造してしまったのです。出エジプト記32:1-35にある様な、古代の金製子牛崇拝が、マネー崇拝という非情な装いを新たに伴って現代によみがえり、真理に根ざした人間的目的（human purpose）を伴わないimpersonal（非person的）な経済を差配しているのです。金融と経済とに今回起きた世界的危機は、両者のインバランスを顕（あら）わにしました。そして何より、現在の金融と経済が人間存在への配慮に欠くことを顕わにしました。人間は、その存在に必要な活動の内のたった一つ、即ち「消費」、だけを行っていればいいものに貶（おとし）められてしまったのです。
56.　特権的少数派（happy few）の所得が指数関数的に増加していく中で、その者達が享受する繁栄から、それ以外の大多数の者が分離されるgapは、同様に指数関数的に広がっていきます。このインバランスは、あるイデオロギーがthe marketplace and financial speculation（金融が市場で行う投機）の絶対的自律性を擁護する結果、もたらされたものです。このイデオロギーの庇護の下、「金融が市場で行う投機」は、国家の権利を拒絶します。共通善による監視を受けることを拒絶し、如何なるcontrol形態を受け入れることも拒絶します。こうして新たな専制（tyranny）が生まれたのです。目に見えない、しばしば仮想的な専制が生まれたのです。この専制は、その独自のlaws and rulesを一方的に容赦なく押しつけてきます。この専制が行う債務設定と利殖が、幾つもの国を困らせています。幾つもの国で本来の潜在的経済力を実現することが困難になり、その市民が本来の購買力を享受することができなくなっています。これらに加え更に、蔓延する汚職や政治的腐敗、私腹を肥やすための脱税も問題です。特に脱税は世界的な規模で行われています。権力と所有の欲望は果てることを知りません。この様なシステム、即ち、利益を増やすためなら何でも貪（むさぼ）り食らうシステムでは、例えば「環境」の様に壊れやすいが大事なものは全て、無力・無防備です。神格化され唯一のルールと化した市場の強欲の前で、無力・無防備です。
第57,58段落　「人に仕えるのでなく人を支配する金融システムにNoと言おう」
57.　この様な状況の陰に、倫理を拒絶しGodを拒絶するものが隠れ潜んでいます。倫理は、軽蔑に満ちた嘲（あざけ）りによって迎えられます。非生産的で人間的すぎるとみなされます。なぜなら倫理が、マネーや権力の価値を相対的な小さいものにしてしまうからです。あるいは、脅威だとみなされます。なぜなら、人間（the person）の品位をおとしめて操っていることを倫理が非難するからです。実際、倫理はa Godをもたらします。現在の市場の範疇には無いものへの献身的対応を求めるa Godをもたらします。換言すれば、現在の市場の範疇に無いものが絶対的価値を持つのだと分かると、Godとはuncontrollableで unmanageableな者だと分かり、（現在の市場や金融にとっては）危険な者であるとさえ分かってきます。なぜならGodは人間存在に対して、そのfull realization（齋藤補遺：良い和訳がない。強いて言えば「フルの自己実現」。）と、全ての隷従化形態からの解放を要求するからです。倫理 --- 勿論、non-ideologicalな倫理 --- は、社会秩序に人間的なバランスをもたらしてくれます。このことを念頭に置いて、私は、金融の専門家達と政界リーダー達に、昔或る賢者が言った格言について熟考することをお勧めします。即ち、“Not to share one’s wealth with the poor is to steal from them and to take away their livelihood. It is not our own goods which we hold, but theirs”（貧しい人々と富を分ち合わない者は、盗人である。人々の生活のついえを奪う盗人である。なぜなら、私たちが持つ財は私たちのものではなく全て人々のものだからである。）

58.　この様な倫理的考察に心を開いた金融改革が為されれば、政界リーダー達の考え方にも力強い変化が訪れるでしょう。私は彼らに、未来を見据える決意をもって、このchallengeに正面から取り組むことを強く要請します。勿論、各々のケースの特殊性を無視することなくですが。とにかく、マネーは人に仕えるものであり、決して人を支配するものではありません！　教皇は全ての人を愛します。富める者も貧しい者も同様に愛します。しかしながらまた、教皇はChristの名のもとに、富める者すべてに対して、貧しい人々を、助け、敬い、promote（振興）するよう、思い出させる義務も負っています。私は皆さんに強くお勧めします。即ち、物惜しみしないsolidarityをもって、経済と金融を、人間存在に適した倫理的approachに立ち返らせることを強くお勧めします。
第59,60段落　「暴力を生み出す不平等にNoと言おう」

59.　 今日、色々な地域で安全保障拡充の必要性が声高に叫ばれています。しかしながら、社会内や民族間に存在する排除と不平等を覆（くつがえ）さない限り、暴力を根絶することは不可能です。困窮者の暴力だけが糾弾されますが、彼らに平等なチャンス（opportunity）が与えられない限り、武力侵略や紛争は形を変えて色々な地域で益々激しくなり、遂には爆発するでしょう。どの様な社会 --- 地域社会、国家社会、世界社会 --- であっても、その辺境者に惜しみなく社会の恩恵が届かない限り、政治的プログラムは機能しません。法の強制執行に費やすresourcesも監視制度も機能せず、社会を平穏に保つことは永久に不可能です。また単に不平等が、社会システムから排除された者をして暴力を振るわせるからこの不穏な状況が生ずる、というのでもありません。そうではなく、社会経済システムそのものが根本的に不正義（unjust）だから、暴力が生ずるのです。Just as goodness（善としての正義）は本来自然に広まっていきます。しかしまた、the toleration of evil（したたかな悪）、即ち不正義も、その有毒な影響を拡散させる傾向を持ちます。どんなに強固に見える政治社会システムでも、その根元を不正義が密かに浸食します。全ての行為はその帰結を伴うと考えるならば、社会構造に組み込まれた悪もまた、死と崩壊をもたらす力を常に秘めています。悪が結晶化してできた不正義の社会構造は、決して、より良い未来に向かう希望の礎（いしずえ）とはなりません。巷でよく言われる“end of history”とは程遠い状態に我々はいます。なぜなら、人類の平和で持続可能な発展のための条件は、未だに的確な言葉で表現されていませんし、実現されてもいないからです。
60.　今日の経済メカニズムは過度の消費をあおりますが、抑えの効かなくなった消費が不平等と組み合わさるとき、社会の骨組みに与えるダメージが倍加されることは明白です。不平等の帰結は武力的暴力であり、それは決して何事も解決する力を持ちません。むしろ、より高度の安全保障能力をやかましく要求する声、即ち、誤った方向性を助長するだけです。暴力の連鎖、即ち、武力や暴力は解決をもたらすのでなく、より深刻な紛争を新たに起こすだけだと、今日の我々は良く良く知っているはずなのに、現実は、高度の安全保障能力を要求する声が大きいのです。あるいは、困窮者や貧困国家達をトラブルの元凶と見立てて責めることで、短絡的に満足する人達がいます。他方、根拠のない一般化を行い「教育」こそ解決策だと言う人達もいます。飼いならされた無害なものになるよう困窮者を教育し、静かにさせれば良いという身勝手な考えに彼らはふけります。根深い腐敗が多くの国に蔓延している状況を知っている辺境者たちの目には、これらの事柄は、ますます噴飯ものと映ることでしょう。多くの国の政府、事業機関、公共機関に --- そのリーダーの政治的イデオロギーが何であれ --- 根深い腐敗が蔓延しています。
第61-67段落　「幾つかの文化的チャレンジ」

61.　現実に起きる様々なチャレンジに立ち向かうとき、我々は、（第一章で説明した）今日的な福音宣教活動を行うことになります
。例えば、religious freedomについて真正面から攻撃をうけることも、Christianであることに新たな迫害を受けることもあるかもしれません。実際幾つかの国では、この種の憎悪と暴力が警戒レベルに達しています。ただ多くの地域で問題となるのは、蔓延する無関心と相対主義（widespread indifference and relativism）です。それらは、現実社会への幻滅、即ち、過去にあった全体主義などへの反発として出現した幾つかのイデオロギーが今般危機的状態にあることにリンクしています。この蔓延する無関心と相対主義、これは教会にとって有害であるだけでなく、社会の骨組み全体にとって有害です。従って、我々は、（今日的な福音宣教活動が如何に困難なことであるか）覚悟しなければなりません。即ち第一の課題として、各々のpersonが彼自身または彼女自身の主体的真理（subjective truth）の担い手になろうとする文化を構築すること、更に、この文化を構築しながら第二の課題として共通計画（common plan）、即ち、個々人（individual）の利得やpersonal ambitionsを超越（transcend）する共通計画をdeviseする（苦労して編み出す、工夫する）こと、これらの課題が如何に困難なことか、我々は覚悟しなければなりません。
62.　現在世界に広まっている文化において優先度の高いのは、外部的、即時的、可視的、即席的、表面的、暫定的なものです。即ち現実的に重要なのは「見た目、外観」です。多くの国においてglobalizationはそれぞれの文化的ルーツの劣化を速めました。その結果多くの国は、経済的には進んでいても倫理的には弱体化した他文化に接した時、本来とるべき行動や考え方が、浸食を受けてしまいました。この事実は、諸大陸で開催された幾つものSynods（司教会議）において明らかにされました。例えば、アフリカの司教会議は数年前に、回勅『Sollicitudo Rei Socialis　真の開発とは　（地上の王国社会への心配事）』をテーマとして取り上げ、アフリカ諸国を以下の様な属国としようとする働きかけが過去何度も為されていると指摘しています。即ち、「機械の一部に、巨大な歯車の歯の一つにしようとする働きかけ。特に、北半球にあるセンターで運営される社会情報通信の分野でこの傾向は顕著であり、アフリカ諸国独自の優先順位や問題を考慮せず、その文化的な本来の性質に敬意を払おうとしない。」
とあります。同じテーマでアジア司教会議は、「アジアの文化に持ち込まれようとしている外部的脅威の影響について特記する。マス・メディアに過度にさらされた結果、新たな行動パターンが生まれつつある…。その結果、メディア業界エンターテインメント業界の負の側面が、伝統的価値観を脅かしている。ことに、結婚の神聖性と家族の安定性が影響を受けている。」
と述べています。
63.　多くの民族に受け継がれてきたカトリック信仰が今日、新たなreligious movementsの広がりによりチャレンジを受けています。一つは原理主義の動き、もう一つはGod無しの精神性の提案です。この背景には、一つは、物質主義的、消費者主義的、利己主義的社会への人間的な反発があります。しかし他方にもう一つ、社会の辺境で困窮の中に生きる弱者を、搾取しようとする手段としての姿も見え隠れします。とても重い人間的苦悩のただ中で収支を何とか合わせて生活し、貧困の即時的解決策を探す人々を、搾取しようとする手段としての姿も見え隠れします。やはりこれらのreligious movementsは、これ自体にずる賢さは無いにしても、世俗主義者達の合理主義では満たせなかった空隙（vacuum）を、過去に優勢であった利己主義文化の範囲で、穴埋めしようとするものです。ただ、この点に関しては、まず我々が認識を改めねばなりません。即ち、洗礼を受けながらも教会に所属する感覚を欠く同朋がいることを認識しなければなりません。これに関しては我々にも非があります。即ち我々の教区や共同体の幾つかは新参者を歓迎しない雰囲気を時折見せています。また、教会の持つある種の構造 --- 即ち、日々の生活で遭遇する問題を扱う際に、その問題が単純でも複雑でも官僚的（bureaucratic）に対応すること　--- も問題かもしれません。 多くの地域で、司牧的方法（a pastoral approach）よりも管理的方法（an administrative approach）がとられています。例えば、他の福音宣教形態よりも、秘跡を施すこと（administering the sacraments）に集中しているといった様なことはないでしょうか。
64.　世俗化プロセスは、信仰と教会の存在をprivateで personalな領域（sphere）に局限させようとします。更にこの世俗化プロセスは、超越存在を完璧に否定することによって、倫理の劣化を加速し、個人的または集団的（personal and collective）な罪の意識を弱体化し、相対主義化を定常的なものにします。医学でいう見当識障害（disorientation）の状態を招きます。ことに、変化に敏感な青年期やヤング・アダルト期にある者達に見当識障害を招きます。アメリカ合衆国の司教達が正に指摘したように、皆に有効に課された客観的moral規範の存在を教会が強く主張する一方で、「我々の文化には、教会のこの教えを不正義（unjust）即ち、基本的人権に反すると描写する者もいます。この様な描写は通常、個人の権利を絶対視する考え方とmoral相対主義との --- 矛盾無しとは言えない --- 組み合わせから導かれます。この見解では、教会はある特定の偏見をpromoteしていて、個人の自由を侵害していると感じられる」
という状況があるのです。我々は、情報driven社会に生きています。情報データ --- 真偽や要否の選別が未だされていない情報データが、我々を無差別じゅうたん爆撃しています。この状況では、moral選別の分野に浅薄皮相な考え方が顕著に入り込みます。これに対抗するには、我々はある種の教育を整備する必要があります。即ち、critical thinkingを教え、成熟したmoralによる価値観（mature moral values）の発達を促す教育を整備する必要があります。
65.　我々の社会を席巻した世俗主義の潮流がある中で、多くの国、そう、Christiansがminorityである国でさえも、カトリック教会は信頼のおける公共機関（institution）であると一般に受けとめられています。カトリック教会が持つsolidarityの考え方と困窮者達に向けられた大きな懸念・関心に、信頼が寄せられています。再び繰り返しますが、the Church（教会）は仲介者（mediator）として機能します。諸問題：平和、社会調和、領土、生命倫理、人権及び民事の権利、等に影響を及ぼす諸問題について解決策を探求する際の仲介者として機能します。そしていかに沢山の善なることを、世界中にあるカトリック大学と学校は成し遂げたことでしょう！　これは素晴らしいことです。ただ依然として、一般の見識にとっては決して心地良いとは言えない問題を提起し、それに関し人々に問題意識を持ってもらうことは困難であるという状況に変化はありません。それでもなお我々はこういった問題提起を続けます。「人間の尊厳」と「共通善」とに関して正確に同じ確信を持ちつつ、これらを忠実にこの地上に再現（fidelity）するために、我々は問題提起を続けます。
66.　家族は現在、深刻な文化的危機を迎えています。それは、全ての共同体や社会的「絆」にも言えますが、家族の場合、その「絆」が弱まることは特に深刻な問題となります。なぜなら、家族とは社会の基本「細胞」であって、「他者と共存して生きる力」を学ぶところであり、「自分と他者の違いを知りつつも互いに互いを「家族の一員」だと知る場」でもあるからです。それはまた、親が子供に信仰を手渡す場でもあるからです。結婚は現在、単なる感情的満足を得るための形式的なものであり、どの様にmodifyした形で行っても構わないと考えられています。しかしながら結婚は本来、社会を保つ上で欠くことのできない役目を担っています。そしてこの役目は、当該カップルの感情や一時的なneedsを超越したものです。フランスの司教団の「教え」に以下の様にあります。即ち、結婚は、「はかないものと定義されるセンチメンタルな愛から成立するのではありません。そうではなく、一生涯に渡る霊的な交わり（communion）を伴侶と誓い合う者達が、その深遠な義務を全うすることによって成立するのです」。

67.　ポスト近代にグローバル化した時代において現れた相対主義的個人主義では、personal（ペルソナ的）な人間関係を安定的に展開することを避けるライフ・スタイルが好まれます。その結果、例えば家族の絆さえも歪んだものになります。the Fatherと関係性を築いた我々は、interpersonalな絆を改善し振興し強化するよう求められ勧められていることを、司牧活動の中でもっと明確にしなければなりません。この地上の世界では、ことに幾つかの国では、戦争や紛争が今までと異なった形で再び活発化しています。この状況ではなおのこと我々Christianは、確固たる意志を保って、周りの人を敬い、その傷を癒やし、橋渡しを務め、関係強化を図り、そして「互いの重荷を担う（使徒パウロのガラテアへの手紙 6:2）」必要があります。この様な尊い目的に向かって活動する色々な人権擁護団体を、相対主義的個人主義が広まった今日でも、見つけることができます。多くの人びとが内心は、社会的文化的貢献を行いたいという希望を持っていることが分かります。
第68-70段落　「inculturating（信仰を個々の文化に根ざしたものにすること）にチャレンジしよう」
68.　ある人々にとって --- 例えば西洋人の多くにとって、Christianとしてのsubstratum（根底にある本質）は、しっかりと日々の生活の中に根付いています。そこには --- ことにその最も貧しい人々の生活には、本格的なChristian humanismの価値を保つことを促すmoral資源が自然と備わっています。即ち、そういった現実の生活の場に信仰の眼差しを向ければ、the Holy Spiritが何を種まいているか、誰も見落とすことはありません。言い換えれば、多くの人びとが洗礼を受け色々な方法で信仰と周りとのsolidarityとを表明している状況に、もし仮に、Christianとしての価値が見つけられない人がいるとしたら、それはその人自身の自由意志によるたゆまぬ活動への信頼が足りないというべきでしょう。即ち、多くのChristian達が生活している場には、時折の「言葉による種まき（seeds of the word）」以上に大きく響くものがあるはずです。なぜならそういった環境には、the Churchとの関係性を直接的に示す手段があり、本格的Cristian 信仰を自然に表現できるからです。ですから、信仰によって特徴付けられた文化環境が持つ大きな影響力を軽視してはなりません。今日、世俗主義が圧倒的な猛攻を仕掛けてくる中で、福音宣教が行き届いた文化環境は、それなりの限界はあるにせよ、Christian moral資源として効果を、信者の単なる合計数以上に発揮します。福音宣教がポピュラーとなった文化環境には、faithとsolidarityの価値が届きます。そしてそれらが更に、信仰と正義の社会を発展させていきます。そういった社会には特別の智慧が備わり、それは人々から必ず大きな賞賛をもって迎えられるはずです。
69.　文化環境をevangelizeし福音をinculturateすることが、我々の喫緊の課題です。即ち、Catholicの伝統が既にある国々においては、その豊かな伝統を更に強化し育み元気づけてください。また、他の宗教の伝統を持つ国々においては、福音宣教のある文化に向けて新たなプロセスをスパークしてください。長期計画が必要となるかもしれませんが、腰を入れて進めてください。ここで一つ念頭に置くべきことがあります。それは、我々は常に成長するよう呼びかけられているということです。どの様な文化や社会グループであれ、純化され成長することが必要です。Catholic者の文化では一般的に、幾つかの人間的欠乏は福音によって癒やされるべきだと考えます。例えば、アルコール依存症、家庭内暴力、男色、ミサに与ることの不足、魔術性につながる運命論や迷信、等は福音によって癒やされるべきだと考えます。一般的な「敬虔さ（piety）」それ自身は、良い出発点です。これらの人間的欠乏から解放され癒やされることに向かう、良い出発点です。
70.　時には、敬虔なChristianとしての内向的脈動よりも、あるいは他の何よりも、外部への表出、即ち、自分の信仰を周りの者に打ち明けること、あるいは、外部に向けて伝統的グループ活動を行うことは、とても重要であると大きく強調しておきたいと思います。確かに、目立たない献身的Christianityもあるでしょう。個人的でややセンチメンタルな信仰生活、即ち、”popular piety”に迎合しようとしない信仰生活も大切です。この様な人々は、我々が進もうとしている社会の方向性や信徒会形成に、必ずしも大きな関心を持ってくれなくとも、外部に向けて信仰表明を盛んに行ってくれていると言えます。あるいは、経済的利益や何かの権力を獲得しようとして、外部に向けて信仰表明を行う人もいるかもしれません。これはどうかと思いますが、とにかく、過去数十年間に起きた事実を我々は軽視することができません。即ち、Catholic者達が若い世代にthe Christian faithを引き継いでいく機能が、上手く作動しなくなったこと。即ち「機能停止 breakdown」です。多くの者が幻滅を感じ、もはやCatholicの伝統の中に自分を見いだすことができなくなっていることを、我々は否定できません。子供に洗礼を授けず、祈り方さえ教えない両親がますます増えているのも事実です。他の宗派に向かう者さえいます。この機能停止の原因は、「家庭における対話の機会の不足」「情報通信メディアの影響」「相対主義的主体主義 a relativistic subjectivism」「市場にエサをまき続ける、抑えの効かない消費主義」「困窮者への司牧的ケアの不足」「私達の教会機関が新参者を受け入れる雰囲気を持てないでいること」、そして何よりも「沢山の宗教が林立する状況において、我々の信仰に神秘的付着力（mystical adherence）を持たせることが出来ないでいること」です。
第71-75段落　「都市文化からの挑戦（Challenges）」

71.　新たなエルサレム、聖なる都（レブ記 21:2-4）。これは全人類が向かうべきゴールです。この様に都市（a city）において、humanityとhistoryのfullnessが実現するとGodの啓示が述べ伝えているのは大変興味深いことです。我々は都市に、黙想を伴う凝視の眼差しを向けなければなりません。都市の家・街路・広場にGodが住んでいることを感得する信仰の眼差しを向けなければなりません。Godはそこに存在します。生きることの意味と励ましを見つけようと誠実に努力を重ねる個々人とグループが存在する所に、Godは存在します。そこにGodは住み、solidarityとfraternityと、そして善・真・義を求める心とを育み養っています。Godは、誠実な心をもって彼を求める者の前でその姿を隠しません。たとえもし、都市に住む者が一時的にぼんやりと行き当たりばったりで、Godを求めたとしても…。
72.　郊外と違って都市においては、生活のreligious dimensionは、郊外と異なるライフ・スタイルで表現されます。即ち、場所と人々によって日々変化するライフ・スタイルによって表現されます。都市の日々の生活では、人々は生存を賭けてしばしば戦わなければなりません。そして実はこの戦いには、生きることの深遠な理解が、しばしば深いreligiousな感覚を伴って、その中に存在します。この事に関し我々はもっと詳細に検討し、サマリア人の婦人が発した「私ののどの渇きを癒やしてください」との求めに、our Lordが応じた「井戸端の会話（ヨハネによる福音 4:1-15）」に、我々も参加しなければなりません。
73.　次々と新たな文化が定常的に生まれて拡大していくこの様な場では、Christiansが日常的に、interpreters or generators of meaning（意味の発生機または翻訳機）を務めるというわけには最早いきません。そうではなく、都市に住む者達自身が彼等の文化から、新たな言葉、シンボル、メッセージを見いださなければなりません。そして、生きることの新たなapproach、即ち、Jesusの福音に照らしたapproachを見いださなければなりません。都市では、全く新たな文化が生まれ成長を続けます。世界司教会議（Synod）が指摘しています。即ち、『今日、これら都市部に大きな変化が訪れている。そこに生まれる文化は、新たな福音宣教の重要な「力の中心点（locus）」である』
と。我々に向けて都市は、「さあ、innovationを起こしてみろ。祈りと霊的交わりの全く新たな場所と可能性を開拓して、都市に住む人々にとってもっと魅力的で意味のあるものを想造してみろ」と挑戦してきているのです。今日のメディアの大きな影響力を通して、都市部は画一的に文化が変わるという傾向にあります。この影響力は、都市に生きる彼等の生き方にも重要な変化をもたらしています。
74.　今求められているのは、都市に生きる彼等の生き方に光を当て、それをGodと他者と世界中の人々と関係付けすることができ、本質的価値を彼等にinspireさせることができる新たな福音宣教の仕方です。これができれば、必ずや、Jesusの言葉を都市の心の最も奥深くに届けることができる、新たなnarratives（物語）とparadigms（文脈）が息づく所に我々は到着できるはずです。都市とは多文化の場である一方、大きな都市であればあるほど情報通信網が発達し、そこに生きる人々やグループが共通の夢や想像力を持つことが可能になります。そしてその新たな人的相互作用が、新たな文化と新たな見えない都市を興していきます。都市のそこここに色々なサブカルチャーができ、分裂と暴力を繰り返しますが、そこでthe Churchは違った対話の仕方を提供する様に求められているのです。また、自分達のperson的なfamily的な生き方を発展させるための手段を必要とする人々がいる一方で、沢山の「非市民」「半市民」「都会の漂流者　はぐれ者」もいます。都市とは、恒久的なambivalenceを生み出します。何故なら、都市はその住人に無数の可能性を提示しますが、同時に、生きることのfull developmentを阻害する無数の障害物も備えているからです。このコントラストが痛み・苦しみの元です。世界の色々な地域で都市は、何千もの人々が集団抵抗運動を繰り広げる舞台となっています。自由を求め、社会生活に発言権を求め、正義を求め、その他色々な要求が --- もし、聞き入れてもらえないなら暴力によっては永久に鎮められない色々な要求の声が、次々とあがる舞台となっています。
75.　我々は、都市部で起きている不正な事柄に目をつぶるわけにはいきません。密売、麻薬濫用、虐待と少数者からの搾取、老人や寝たきり老人の置き去り、色々な形態の政治や行政の腐敗そして犯罪行為、これらが日常的に起きています。更に、本来なら出会いとsolidarityの場になるはずのものが、孤立と相互不信の場にしばしばなっています。家々と隣近所は、つながって相和（あいわ）すのでなく、互いに孤立し防御を固めようとします。この様な状況で、福音の告げ知らせは、human lifeに再び尊厳をとり戻すための礎（いしずえ）となるはずです。なぜなら、Jesusは私達の都市に生活の豊かさを注ぐことを望まれているからです。（ヨハネによる福音 10:10）　福音が提案しているhuman lifeの統一性・完備性は、都市の病の最も良い救済策となります。確かに、uniformでrigidな福音宣教プログラムは、現代の複雑な現実には適していないと思うかもしれません。しかしながら、このhuman lifeをthe fullestまでliveし、日々遭遇するchallengesを、全ての文化と全ての都市のために用意された福音の智慧のパン種ととらえて乗り切れば、必ずや、我々はより良いChristiansとなり、我々の都市にfruitを実らすことができるでしょう。
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